













ここでは，論述の焦点として，そのような多様な特性のうち〈自と他〉 という  
一つの特性を取り上げて，精神的世界を構成している人間のありようを浮き立  
たせ，かつ，それが精神的世界とどのようなかかわりにおいてあるかを，究明  
してみよう。   
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てはだめなのであって，鏡のうしろから見るのでなければならない。   
このように，自己は他己を通じて自己を確認するといっても，そこに限界の  
あることを知らなければならない。では，自己はついに自己を知ることなしに  
終るのであろうか。   












として確認されるとは，そのような事態をいうのではない。   
自己が他己によって自己を確認することは，自己が他己あってはじめて自己  
となるという意味であって，他己を通じる自己は，その途端に，こちら側の自   






















































説からすると，自己はすでにもとから他己と相互関連しつつ，自己自身を現成   
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にとらえたのに対して，親鸞はこれを動かし，ダイナミックに（のちには弁証  
























こと，つまり，自らも他力による浄土往生をあらしめると共に，他をもこの他   






















































なる。この決着は，おそらく倫理のレベルでは，甲論乙駁であって，ついに得   
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れて，それとしての一つの決着を得ているといえる。道元・法然・親鸞におい  
ては，自力坐禅，他力念仏の相違はあるけれども，いずれも倍達ないし救済と  
いう宗教のレベルをめざして自と他，自己と他已 自力と他力の問題を処理し  



















れと同時に，それは，さらに，これまで述べたように，人性を自と他 自己と  
他己，個人と社会等といった対概念のパースペクティヴで捉えるさいの，究極  
の相として現われてくる概念対でもあるということができるのである。この両  
方の意味一通宗教的ならびに人間の本性として 「 において，自力と他力の   
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